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て

は

し

が

き

二
、
過
去
に
於
け
る
わ
が
国
鉄
鋼
業
存
在
の
地
盤
と
終
戦
後
に
於
け
る
変
化

三
、
鉄
鋼
価
栴
の
国
際
比
岐
と
補
給
金
撒
腕
に
よ
る
影
響

四
、
鉄
鋼
側
格
と
石
炭
価
格
の
閥
係

玉
、
石
炭
(
強
粘
結
炭
〉
の
輸
入
必
要
量

六
、
結

び

一
、
は
し
が
き

昨
年
末
頃
よ
り
広
汎
に
喧
伝
さ
れ
る
に
至
っ
た
原
料
高
、
製
品
安
の
現
象
は
先
づ
消
費
財
特

に
繊
維
口
聞
を
中
心
に
生
ず
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
典
型
的
な
事
例
は
綿
糸
と
綿
織
物
、
生

糸
と
絹
織
物
、
或
は
人
絹
糸
と
人
絹
織
物
等
に
み
ら
れ
た
。
例
え
ば
原
料
た
る
綿
糸
は
資
本
力

あ
る
大
企
業
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
之
が
需
要
者
た
る
織
機
業
者
は
数
台
或
は

数
十
台
の
織
機
を
保
有
す
る
中
小
企
業
省
が
多
く
、
金
詰
り
は
当
然
此
等
業
者
に
集
中
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
従
っ
て
製
品
価
絡
が
低
落
す
る
場
合
に
於
て
も
原
料
価
柿
の
低
下
は
之
に
併
行
せ

ず
、
た
め
に
割
高
な
原
料
賂
入
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
、
所
謂
原
料
高
、
製
品
安
の
現
象
を
惹
起

す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
勿
論
か
L

る
現
象
は
イ
ン
フ
レ
収
束
過
程
に
於
け
る
一
時
的
変

態
的
現
象
で
る
り
、
長
〈
継
続
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
か
L

る
現
象
の
み
ら
れ
る
限
り
弱
体

な
中
小
企
業
が
控
却J
淘
決
の
渦
中
に
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
而
し
で
か
か

る
消
費
財
に
於
け
る
原
料
向
、
製
品
安
の
問
題
は
主
と
し
て
国
内
肺
買
力
の
減
退
を
主
因
と
し

て
発
生
し
た
も
の
で
、
従
っ
て
こ
の
た
め
一
部
企
業
の
倒
産
は
不
可
避
と
し
て
も
そ
れ
は
殆
ん

ど
国
内
的
に
解
決
さ
れ
う
る
事
柄
で
あ
る
。

鉄
鋼
業
に
お
け
る
原
料
開
-
製
品
安
の
問
題

然
る
に
生
産
財
に
於
け
る
原
料
商
、
製
品
安
の
現
象
は
之
と
企
〈
興
る
事
情
の
下
に
あ
る
。

即
ち
生
産
財
に
於
け
る
こ
の
問
題
の
表
面
化
の
契
機
は
、
造
船
、
車
剖
そ
の
他
の
機
械
製
品
の

輪
出
価
格
が
海
外
価
格
に
比
較
し
割
高
な
た
め
に
最
近
に
至
り
特
に
此
等
の
も
の
の
輸
出
が
難

闘
に
逢
着
し
た
こ
と
に
あ
る
が
、
更
に
こ
の
原
因
を
追
究
す
る
と
此
等
製
品
の
主
原
料
を
構
成

し
、
コ
ス
ト
の
砂
か
ら
ざ
る
部
分
を
占
め
る
鉄
側
価
絡
が
海
外
価
格
に
比
し
割
高
で
あ
る
こ
と

が
主
因
を
な
す
こ
と
が
判
明
す
る
に
重
っ
た
。
誌
に
於
て
鉄
鋼
側
柑
の
引
下
を
図
ら
ざ
る
限

り
、
鉄
鋼
製
品
自
体
の
輸
出
不
可
能
な
こ
と
は
も
と
よ
り
之
を
主
原
料
と
す
る
上
記
詰
商
品
の

輸
出
も
全
〈
困
難
に
直
面
す
る
に
至
っ
た
。
然
も
今
後
に
於
け
る
鉄
鋼
価
格
は
補
給
A
W一
の
撤
廃

に
よ
り
、
引
下
の
要
請
に
逆
行
し
て
大
幅
な
脆
貨
が
予
知
相
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

従
っ
て
補
給

金
の
撒
慌
を
織
込
ん
だ
上
に
於
て
更
に
現
在
以
下
に
生
産
費
を
切
下
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
宮
う
強

い
要
請
が
鉄
鋼
業
に
融
せ
ら
れ
る
こ
と
L
な
っ
た
。
然
る
に
鉄
鋼
側
格
の
中
心
た
る
銑
鉄
生
産

費
中
労
務
費
、
工
場
管
理
費
の
占
め
る
割
合
は
一

O
銘
強
に
過
F
ず
、
此
の
面
に
於
け
る
コ
ス

ト
引
下
の
余
地
は
な
お
存
す
る
と
す
る
も
相
対
的
に
乏
し
ぐ
結
局
コ
ス
ト
の
大
部
分
を
占
め
る

紫
材
費
の
広
汎
な
節
誠
に
候
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
こ
の
燕
材
質
中
石
炭
の
占
め
る
削
合

は
大
き
〈
、
拡
に
至
っ
て
鉄
鋼
側
格
の
高
い
主
凶
は
石
炭
価
格
の
両
い
こ
と
に
仰
着
し
、
石
炭

価
指
の
引
下
が
-
み
ざ
る
限
り
鉄
鋼
価
椅
の
大
幅
な
引
下
を
み
る
ζ

と
の
困
難
な
こ
と
が
分
明
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
生
産
財
に
於
け
る
原
料
市
、
製
品
安
の
問
題
は
消
費
財
に
於
け
る
如
〈
単
に
資

本
力
の
大
小
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
も
な
〈
、
又
そ
の
解
決
も
単
に
一
部
企
業
の
倒
産
と

言
う
が
如
き
川
内
的
問
題
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
が
解
決
を
み
ず
し
て
は
今
後
訴
々

仲
張
が
要
望
さ
れ
て
い
る
わ
が
国
重
化
学
工
業
製
品
の
愉
山
が
、
側
枯
面
に
於
け
る
競
争
力
の

喪
失
に
よ
り
停
泊
す
る
と
言
う
わ
が
幽
経
済
自
立
の
根
本
に
関
す
る
深
刻
な
問
題
を
包
蔵
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

二
、
過
去
に
於
け
る
わ
が
国
鉄
鋼
業
存
立
の
地
盤
と
終
戦
後
に
於
け
る
変
化

わ
が
凪
鉄
制
価
格
が
国
際
価
柑
に
比
し
て
制
高
な
事
情
を
迎
解
す
る
た
め
に
は
先
づ
わ
が
国

鉄
鋼
業
が
存
立
し
て
き
た
地
盤
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
を
要
す
る
。
周
知
の
如
ぐ
わ
が
国
鉄
鋼
業

は
国
家
の
手
厚
い
庇
謹
の
下
に
育
成
せ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
主
目
的
は
言
う
ま
で
も
な
〈
軍
需

用
途
を
充
足
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、

X
同
時
に
鉄
鋼
業
の
発
展
が
わ
が
闘
を
近
代
国

一
一
七



告A
百附

説
(
そ
の
こ
〉

-雌
業

・
物
価
等

家
と
し
て
成
立
せ
し
め
る
た
め
の
重
要
な
支
柱
を
な
し
た
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

過
去
に
於
け
る
わ
が
国
鉄
鋼
業
の
存
立
の
基
舶
は
先
づ
原
料
供
給
面
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
主

原
料
た
る
鉄
鉱
石
は
国
内
産
出
は
乏
し
〈
且
つ
品
位
は
粗
悪
で
あ
っ
た
た
め
、
中
国
、
朝
鮮
等

よ
り
の
優
良
鉄
鉱
石
の
輸
移
入
に
依
頼
し
て
会
た
〈
第
一
表
参
照
)
。
文
製
銑
用
の
コ
ー
ク
ス
に

つ
い
て
は
そ
の
原
料
た
る
高
品
位
の
原
料
用
石
炭
が
之
亦
園
内
産
出
の
貧
弱
な
た
め
に
北
支
の

開
ラ
ン
炭
、
満
洲
炭
等
の
輸
入
に
依
存
し
て
、
き
た
も
の
で
め
る
。
第
二
表
に
於
け
る
輸
入
石
炭

の
大
部
分
の
も
の
は
鉄
鋼
用
の
も
の
で
あ
る
。
脱
言
す
れ
ば
鉄
鋼
生
産
の
物
的
地
械
の
多
く
は

輸
入
特
に
中
国
、
前
洲
よ
り
の
僅
究
な
原
料
輸
入
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
府
鉄
は
米
国
よ
り
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
た
。

次
に
市
場
、
即
ち
鋼
材
消
費
の
面
を
み
る
に
そ
の
語
頭
の
消
費
者
は
軍
需
で
あ
っ
た
。
今
第

三
表
に
よ
っ
て
昭
和
十
四
年
以
降
十
九
年
に
至
る
鋼
材
消
費
の
軍
語
、
民
需
の
割
合
を
み
る

に
、
軍
需
消
貨
が
過
半
を
超
え
庄
倒
的
部
分
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

之
を
要
す
る
に
戦
前
に
於
け
る
わ
が
凶
鉄
側
撲
は
以
上
の
如
念
物
的
及
び
経
済
的
な
二
つ
の

基
本
的
な
条
件
に
支
持
さ
れ
て
発
達
し
て
含
た
と
言
え
る
。
然
る
に
敗
戦
の
結
保
は
か
・
ふ
る
条

件
に
対
し
樹
木
的
な
変
都
を
指
す
に
至
っ
た
。

即
ち
原
料
供
給
は
先
づ
国
内
・肱
を
主
と
せ
ざ
る

を
え
な
く
な
り
、

海
外
.除
料
の
輸
入
が
併
可
せ
ら
れ
た
現
花
に
於
て
も
、
鉄
鉱
石
は
中
間
木
土

フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
笥
よ
り
従
前
に
比
し
制
高
な
州
絡
を

よ
り
の
輸
入
は
な
く
梅
雨
山
崎
、

マレ
l

、

以
っ
て
輸
入
せ
ざ
る
を
え
ず
、
輸
入
石
炭
に
至
つ
て
は
主
と
し
て
米
国
に
依
存
し、

戦
前
に
比

し
遁
に
高
い
仙
械
を
以
っ
て
輸
入
す
る
の
余
儀
な
含
に
主
っ
て
い
る
。
輸
入
価
仙
刊
の
昂
腕
は
之

を
輸
送
す
べ
き
船
舶
の
喪
失
に
よ
っ
て
一
周
助
長
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

他
而
市
場
の
中
心

た
る
軍
側
は
企
〈
消
失
す
る
に
奈
一り
、
今
後
市
場
は
専
ら
民
郁
に
照
ら
ざ
る
を
約
ず
従
っ
て
鉄

鋼
製
品
の
輸
出
は
市
場
の
狭
随
性
を
打
開
す
る
点
か
ら
い
っ
て
ま
す
ま
す
霊
裂
と
な
っ
て
〈
る

の
で
あ
る
。

か
L

る
条
件
の
恭
本
的
変
化
が
鉄
鋼
生
・
飴
針
の
口
叩
服
を
招
致
せ
し
め
、
そ
の
訓
仙
沼
鮫
と
し
て

側
格
差
州
総
金
の
支
出
を
不
可
避
と
す
る
に
歪
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
石

炭
側
梢
と
鉄
鋼
側
Mm
の
問
の
矛
盾
、
所
制
限
料
向
、
製
品
安
の
現
象
な
惹
起
せ
し
め
た
級
木
的

背
景
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

一
一
八

一二
、
鉄
鋼
価
格
の
国
際
比
較
と
補
給
金
撤
廃
に
よ
る
影
響

わ
が
国
鉄
鋼
の
生
産
省
側
格
が
諸
外
国
の
そ
れ
と
比
較
し
て
如
何
K
割
高
な
関
係
に
あ
る
か

を
み
る
に
第
四
表
の
如
〈
で
あ
る
。
即
ち
本
年

一
月
一
日
現
在
に
於
け
る
生
産
者
側
絡
は
銑
鉄

ト
ン
当
り
(以
下
同
様
)五

0
・
七
九
如
、
棒
鋼
七

0
・
七
回
弗
、
厚
板
七
七

・
O
四
如
、
滞
根

九
二

・
九
六
如
、
形
鋼
七

0
・
0
0弗
、
霊
軌
条
七
九

・
六
八
弗
即
時
で
あ
る
。

之
を
米
国
の
生

産
者
価
格
と
比
較
し
て
み
る
と
、
持
制
、
厚
板
、
形
鋼
部
は
我
凪
が
し
仰
剃
で
あ
る
が
、
其
他
は

高
く
な
っ
て
い
る
。
然
る
に
米
国
以
外
の
英
国
、
ベ
ル
ギ
ー
、
西
独
、
フ
ラ
ン
メ
等
の
価
格
と

比
較
し
て
み
る
と
殆
ん
ど
が
我
国
の
不
利
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
我
国
と
強
い
税
φ
問
係
に
立

つ
ベ

ル
ギ
ー
、
西
独
製
品
と
比
較
し
た
場
合
我
問
の
不
利
は
一
一
賠
激
し
い
。
例
え
ば
銑
鉄
に
つ

い
て
は
、
目
、
独
の
差
は
約
一
六
弗
、
棒
鋼
、
静
板
は
何
れ
も
約
二
O
列
の
聞
き
を
み
せ
る
に

至
っ

て
い
る
。

か
L
る
作
一
佐
賀
の
差
は
当
然
輸
出
価
格
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、
之
を
第
五
表
に
つ

い
て

み
れ
ば
政
の
如
〈
で
あ
る
。
即
ち
我
凶
の
輸
出
側
仙
m
F
・
O
-
B
は
米
凶
に
比
し
て
は
日
間
租
に

よ
っ
て
は
有
利
な
も
の
も
存
す
る
が
、
災
問
、
間
独
、
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
綿
と
比
般
し
て

は
何
れ
も
不
利
な
凶
係
に
立
っ
て
い
る
。
最
も
低
い
凶
独
と
比
較
し
て
み
れ
ば
体
綱
は
日
本
七

六
・
九
七
仰
に
対
し
西
独・
4
七

・
四
O
如
、
序
級
は
日
木
八
六

・
O
凶
弗
に
対
し
西
独
五
五

・

五
O
州
、
部
担
は
日
本

一一

五

・
一
三
列
に
対
し
西
独
七
九
州
仰
と
言
う
如
〈
避
し
い
側
拘
の
聞

舎
が
あ
り
、
我
国
製
品
の
競
争
力
の
薄
弱
な
こ
と
が
示
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。

吏
に
之
官
一
世
洲
波
の

C
・
I
-
F
価
絡
に
つ
い
て
み
れ
ば
各
出
削
の
価
格
耐
よ
り
み
た
競
争

力
の
附
係
は
一
層
別
附
と
な
る
(
第
六
袋
三
即
ち
我
国
の
側
絡
は
米
凶
製
品
の
州
特
に
比
し
て

は
有
刺
な
も
の
も
め
る
が
、
英
凶
、
西
独
、
フ
ラ
ン
メ
、
ベ
ル
ギ
ー
口
聞
は
逝
に
わ
が
凶
に
比
し

低
位
に
あ
る
。
制
仲
M

の
如
き
は
日
本
M

川二
-一一
八
・
凶

一
仰
に
対
し
西
独
山
川
は

}
制
六
州
で
聞
き

は
約
九
O
山
以
上
に
迷
し
て
い
る
。

以
上
は
鉄
鋼
の
一
次
製
品
乃
至
二
次
製
品
に
つ
い
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
鋼
材
を
主
要
原
料

と
す
る
造
船
に
つ
注
目
英
の
船
舶
建
造
価
格
を
比
較
し
て
み
れ
ば
第
七
表
の
如
〈
で
め
る
。
と

れ
に
拠
れ
ば
、
ポ
ン
ド
切
下
前
に
於
て
は
大
型
、
小
型
船
を
通
じ
て
日
本
船
(第
五
次
船
の
価

格
、
従
っ
て
米
だ
鉄
鋼
に
対
す
る
補
給
金
の
削
減
な
み
ざ
る
時
の
師
格
で
あ
る
)
が
有
利
と
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、
ポ
ン
ド
切
下
後
に
於
て
は
小
型
舶
は
な
お
円
本
が
有
利
な
地
位
に
立
つ



て
い
る
が
、
大
型
船
に
於
け
る
擾
位
は
襲
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
な
お
船
舶
原
価
の
構
成
要

素
を
み
る
に
、
こ
の
う
ち
材
料
費
の
割
合
は
六
O
銘
前
後
で
、
う
ち
鉄
鋼
関
係
は
約
半
分
を
占

め
て
い
る
。
従
っ
て
船
側
中
に
占
め
る
鉄
鋼
貨
は
三

O
%
強
に
達
す
る
こ
と
L
な
る
。
な
お
こ

の
点
に
つ
い
て
は
第
八
表
参
照
。

以
上
に
よ
っ
て
み
れ
ば
鉄
鋼
製
品
の
紫
材
の
ま
L

の
輸
出
は
勿
輪
、
鉄
鋼
を
主
要
原
料
と
す

る
逃
船
、
機
械
製
品
知
の
輸
出
は
納
期
が
早
い
と
か
、
或
は
品
質
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
か
時
殊

な
刺
点
の
存
す
る
場
合
を
除
き
全
〈
絶
望
に
近
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

然
も
今
後
に
於
け
る
鉄
鋼
生
産
者
価
格
は
補
給
金
の
撤
廃
に
よ
り

一
層
の
昂
騰
を
み
る
こ
と

は
不
可
避
の
有
様
に
あ
る
。
鉄
鋼
に
対
す
る
価
格
差
補
給
金
の
撤
廃
は
昨
年
九
月
七
日
に
第
一

柿
給
金
撤
廃
と
今
後
に
於
け
る
生
産
原
価
上
昇
の
推
算

一

一

二
十
五
年
一
月

一
日
現
在

一

一

銑

鉄

一

九

、

七

五

O

刊

(

二

七

・
0λ
弗

〉

一

一

一

棒

鋼

一

ご

五

、

四

六

五

手
(七
0
・
七

四

多

)

一

一

一

厚

厳

一

二
七
、
七
三
五
手
(
七
七
・O
四

畳

)

-

一

一

帯

以

一

一一一
一一一
、
阿
六
五
手
(
九
二
・九
六
手
〉

一

一

一

鋼

管

一

一

一

設
銑
鉄
価
格
中
二
十
五
年

一
月

一
H
及
七
月

一
日
価
絡
は
補
給
金
を
つ
け
た
需
要
者
価
絡
で
あ
る
。
な
お
一一
十
五
年

-
月

一
日
現
在
の
生
産
者
同
刷
物
は

一
八
、
二
八
五
円
ハ
五

0
・
七
九
州
抑
)
で
あ
る
。

現
在
の
価
格
を
以
て
す
ら
既
に
輸
出
困
難
に
直
面
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
如
き
状
六
%
に
過

F
な
い
。
文
棒
鋼
に
つ
い
て
み
れ
ば
製
造
原
怖
に
対
し
て
素
材
質
は
八
二
%
に
達

況
に
よ
っ
て
生
産
者
側
梢
が
上
昇
し
て
ゆ
く
と
す
れ
ば
、
輸
出
は
い
よ
い
よ
困
難
と
な
ら
ざ
る
し
、
労
務
質
及
工
場
管
理
貨
を
含
め
た
作
業
費
は
一
八
・
五
%
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

を
え
な
い
。
然
も
位
桝
に
於
け
あ
鉄
創
価
絡
は
下
落
傾
向
を
示
し
て
お
り
之
は
ま
す
ま
す
わ
が
っ
て
み
れ
ば
コ
ス
ト
引
下
は
作
業
貨
の
町
に
於
て
な
お
合
聴
化
の
余
地
は
存
す
る
と
し
て
も
効

凶
の
価
格
を
国
際
価
格
に
比
峨
し
て
割
高
な
ら
し
め
る
こ
と
L

な
る
。
従
っ
て
補
給
令
撤
・
艇
を
援
は
相
対
的
に
乏
し
〈
、
重
点
は
京
材
貨
の
而
に
る
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
棒
鋼
の

吸
収
し
、
そ
の
上
コ
ス
ト
の
引
下
を
図
る
と
言
う
至
難
な
課
題
が
鉄
鋼
業
の
当
面
す
る
問
題
な
素
材
費
の
大
部
分
は
銑
鉄
で
あ
る
か
ら
、
結
局
銑
鉄
生
産
資
中
・
の
素
材
費
の
切
下
が
中
必
の
問

の

で

あ

る

。

題

と

な

る

。

回
、
鉄
鋼
価
格
と
石
炭
価
絡
の
関
係

こ
の
械
に
わ
が
国
鉄
鋼
価
格
は
国
際
価
枯
に
比
較
し
て
制
高
で
あ
る
が
、
そ
の
版
囚
は
如
何

な
る
点
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
づ
鉄
鋼
の
原
価
柄
成
を
み
る
に
銑
鉄
の
原
価
構
成
は
第

十
一
表
の
如
〈
で
あ
る
。
之
に
よ
れ
ば
製
造
原
側
に
対
し
主
原
料
費
及
び
副
原
料
費
を
併
せ
た

素
材
質
は
九
0
・
五

%
で
あ
る
の
に
対
し
、
労
務
費
、
工
場
管
理
貨
を
含
め
た
作
業
費
は
二

鉄
鋼
業
に
お
け
る
原
料
開
、
製
品
安
の
問
題

決
と
し
て
鉄
鋼
の
特
殊
石
炭
(
囲
内
産
)
に
対
す
る
補
給
金
が
撤
廃
さ
れ
、
つ
い
で
木
年
一
月
一

日
に
は
第
二
次
と
し
て
鉄
鋼
用
の
輸
入
石
炭
に
対
す
る
補
給
金
の
大
部
分
が
撤
廃
を
み
る
に
至

っ
て
い
る
。
更
に
本
年
七
月
一
日
以
降
に
於
て
は
鋼
材
柿
給
金
の
全
部
及
び
銑
鉄
の
柿
給
金
の

三
分
の
一
の
撤
廃
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
七
月
一

日
以
後
に
残
る
補
給
金
と
し
て
は
銑
鉄
、
輸

入
石
炭
、
輸
入
鉄
鉱
石
等
に
対
す
る
も
の
L
み
と
な
る
が
、
此
等
も
明
年
四
月
一
日
以
後
に
於

て
は
廃
止
さ
れ
企
ー
部
撤
廃
を
み
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て
い
る
〈
鉄
鋼
に
対
す
る
補
給
金

支
出
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
第
九
表
参
照
〉
。
か
L
る
補
給
会
の
撤
廃
に
よ
る
生
産
省
価
格
の

蹄
貨
は
次
の
如
〈
な
る
も
の
と
推
算
さ
れ
て
い
る
(
な
お
鉄
鋼
価
絡
の
推
移
に
つ
い
て
は
第
十

表
参
照
)
。

=
十
五
年
七
月

一
日
(
推
算
〉

一
九
、
O
二
二
円
(

五
三
弗
)

三
五
、
五
八

017(
九
五
手
)

三
九
二
七
0
4
(
一
O
九
手
)

凹
凶
、
四
六
0
4
(
一二
二
子
)

六
て
O
六
五
手
〈

一
七

O世
)

二
十
六
年
間
月
一
日
(
推
算
)

一
一
、
八
八
O
円
(
二
=
ニ
弗
)

二
七、

0
0
0壬
(
七
五
手
)

三
O
、六
0
0
0
(
λ
王

手

)

四
三
、
三
O
o
t
y
(

九
八
手
〉

五

O
、
O
O
O
J
〆
(
一
三
九
手
)

聞
し
て
来
材
賀
の
切
下
げ
の
方
法
と
し
て
は
先
づ
原
単
位
の
節
減
が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る

が
、
最
近
に
於
け
る
銑
鉄
.
隙
単
位
の
唯
移
を
み
る
に
(第
十
二
表
参
附
〉
銑
鉄
}
ト
ン
を
生
一
躍
す

る
に
.袋
す
る
コ

ー
ク
ス
は
昭
和
十
回
年
0
・
九
五
ト
ン
で
あ
っ
た
も
の
が
二
十
一二
年
七
月
に
は

一
二
一
八
ト
ン
に
増
大
し
原
単
位
の
悪
化
が
み
ら
れ
た
が
、
其
後
再
び
節
減
せ
ら
れ
二
十
四
年

十
二
月
は
0
・
九

0
ト
ン
と
戦
前
以
上
の
改
善
を
み
る
に
至
っ
て
い
る
。
又
鋼
仙
刊
に
つ
い
て
み

一
一
九



論

説
(
そ
の
二
〉

産
業

・
物
価
等

れ
ば
ト
ン
当
り
の
石
炭
、
重
油
の
原
単
位
は
昭
和
十
四
年
夫
々
0
・
一一一一一一トン
、
0

・
一
五
ト

ン
で
あ
っ
た
の
が
、
二
十
三
年
七
月
に
は
0
・
五
七
六
ト
ン
、

0

・
三

0
=
下
ン
と
悪
化
す
る

に
至
っ
て
い
た
が
、
二
十
四
年
十
二
月
に
は
0
・
三
四
八
ト
ン
、
0
・
}
七
七
ト
ン
L
乙
ほ
ど
戦

前
に
還
っ
て
い
る
。
か
く
の
如
〈
原
単
般
の
向
上
を
み
た
こ
と
は
最
近
に
至
り
鉄
鋼
業
の
合
理

化
が
忽
速
に
進
ん
だ
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
J

原
料
の
節
約
に
よ
る
コ
ス
ト
引
下
の
余
地

が
限
界
に
近
づ
き
つ
L
あ
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
か
え
よ
う
。
従
っ
て
コ
ス
ト
切
下
の
核
心

は
原
料
価
格
自
体
の
引
下
に
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

銑
鉄
生
産
コ
ス
ト
中
の
過
半
た
占
め
る
も
の
は
コ

ー
ク
ス
、
従
っ
て
又
之
を
生
産
す
る
た
め

の
原
料
炭
で
あ
る
か
ら
、
先
づ
石
炭
川
相
の
大
相
な
引
下
を
断
行
す
る
こ
と
が
核
心
と
な
る
。

誌
に
歪
り
製
銑
用
原
料
炭
の
所
開
市
民
側
問
題
が
生
じ
、
鉄
鋼
業
料
と
石
炭
業
界
の
術
突
を
来

す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

製
鉄
諜
の
要
求
す
る
石
炭
は
灰
分
の
少
い
粘
結
・民
の
よ
い
出
品
位
炭
で
め
る
が
、
量
近
に
於

け
る
わ
が
国
鉄
鋼
業
の
国
内
産
.b
炭
の
買
入
側
柏
は
平
均
ト
ン
当
り
一

一一一
州
見
当
と
み
ら
れ
て

お
り
、
然
も
こ
れ
は
米
図
版
と
同
械
な
品
位
換
算
を
す
れ
ば
輸
入
七
弗
前
後
と
な
る
。
輸
入
炭

は
米
国
炭
を
主
と
し
ト
ン
当
り
二
三
山
で
こ
れ
は
輸
入
石
炭
に
対
す
る
補
給
金
の
支
出
に
よ
り

現
在
の
所
一
七
弗
弱
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
な
海
外
諸
国
の
鉄
鋼
業
の
石
炭
買
入
側
絡
と
比
較

し
て
み
る
に
、
米
国
に
於
て
は
石
炭
は
ト
ン
当
り
山
元
約
五
如
、
工
場
渡
で
約
七
弗
で
あ
る
。

西
欧
諸
国
は
更
に
之
よ
り
安
い
と
み
ら
れ
て
お
り
、
又
イ
ン
ド
で
は
約
四
仰
で
あ
る
。
か
く
の

如
〈
わ
が
悶
鉄
鋼
業
が
現
在
使
用
す
る
石
炭
州
特
は
国
際
航
格
に
比
較
し
遥
か
に
し尚一〈
、
と

の
ま
L
で
は
鉄
鋼
製
品
は
到
底
凶
際
競
争
に
地
え
る
こ
と
は
附
来
な
い
の
は
余
り
に
も
明
で
あ

る。
又
ト
ン
当
り
銑
鉄
側
絡
と
石
炭
悩
絡
の
附
係
を
米
国
及
英
国
の
そ
れ
?
と
わ
が
凶
と
か
比
較
し

て
み
れ
ば
、
前
者
に
於
て
は
石
炭
制
柏
は
概
ね
銑
鉄
価
格
に
対
し
一
七
%
乃
至
二
=
一%
の
間
に

あ
る
〈
第
十
三
表
参
照
〉
。
之
に
対
し
わ
が
悶
の
場
合
に
は
戦
前
に
於
て
は
混
入
炭
(
内
地
炭
及

輸
入
院
を
併
位
た
も
の
)
に
於
て
ニ
O
%
前
後
に
あ
っ
た
も
の
が
、
二
十
四
年
九
月
に
於
て
は

三
間

・
阿
%
と
な
っ
て
い
る
(
妨
十
凶
表
)
。
こ
の
点
よ
り
み
て
も
わ
が
凶
石
炭
価
絡
が
制
問
な

聞
係
に
あ
る
こ
と
な
知
り
う
る
。
従
っ
て
鉄
側
州
械
を
削
除
水
準
に
ま
で
引
下
げ
る
た
め
に

は
、
先
づ
部
}
に
石
炭
州
特
を
凶
際
水
準
説
ま
で
引
下
げ
る
こ
と
が
先
決
問
題
と
な
る
に
至
つ

一
二
O

た
の
で
あ
る
。

鉄
鋼
業
に
於
け
る
高
炭
価
の
問
題
は
輸
入
炭
が
高
い
と
と
L
、
国
内
炭
が
高
い
と
と
と
の
二

つ
の
問
題
を
含
む
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
暫
く
別
と
し
て
後
者
に
つ
い
て
わ
が
国
石
炭
業
界
の

見
解
を
綜
合
す
れ
ば
凡
そ
次
の
如
、
吉
も
の
と
み
ら
れ
る
。
即
ち
現
復
の
石
炭
側
絡
は
需
給
関
係

に
基
き
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
結
果
生
じ
て
い
る
利
潤
は
合
却
化
資
金
と
し
て

投
下
し
て
い
る
。
又
企
業
の
合
理
化
に
つ
い
て
み
る
も
労
働
能
率
は
二
十
四
年
の
労
務
省
一
人

当
り
月
産
高
は
七

・
八
ト
ン
で
二
十
三
年
の
六

・
四
ト
ン
よ
り
向
上
し
て
お
り
(
鈎
十
五
表
参

附
)、
最
近
は
八
ト
ン
以
上
に
め
る
。
勿
論
こ
の
水
準
は
戦
前
に
比
較
す
れ
ば
劣
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
は
次
の
如
き
事
情
が
あ
る
。
即
ち
労
務
者
の
人
員
構
成
に
於
て
坑
内
犬
の
制
合
が
戦
前

水
轄
に
阻
祖
を
み
て
い
な
い
の
は
労
働
娘
一
単
一
訟
の
要
求
す
る
姻
刑
陣
生
保
安
加
敵
制
係
の
人
員

の
増
加
の
た
め
で
め
る
。
然
し
終
戦
直
後
に
比
し
て
は
著
し
い
改
畿
を
遂
げ
て
い
る
。
労
働
時

間
は
戦
前
十
|
十
二
時
刷
で
あ
っ
た
も
の
が
、
基
準
法
の
結
果
拘
束
入
時
間
制
と
な
り
こ
焚
代

制
が
三
交
代
制
と
な
っ
た
た
め
労
務
者
一
人
当
り
の
稼
働
時
間
は
矩
制
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

更
に
炭
府
の
自
然
的
条
件
の
低
下
、
設
備
の
老
朽
化
等
を
み
る
に
至
っ
て
い
る
。

此
噂
の
事
情

を
併
せ
考
え
れ
ば
、

既
に
炭
鉱
の
合
理
化
は
か
な
り
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
以
上
吏
に
大
な
る
合

理
化
の
余
地
が
存
す
る
と
す
る
の
は
正
し
〈
な
い
。
尤
も
今
後
技
術
資
金
の
十
分
な
投
入
が
あ

れ
ば
ト
ン
当
り
七
O
O
円
見
当
ま
で
の
生
産
資
節
減
は
技
術
的
に
み
て
も
可
能
で
あ
る
。
之
が

業
界
の
意
見
の
大
筋
で
あ
る
。

之
に
よ
っ
て
先
づ
察
知
さ
れ
る
所
は
石
炭
企
業
が
現
在
或
程
度
独
占
価
格
の
形
成
を
行
い
独

占
利
潤
の
独
得
を
行
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
か
L
る
側
格
の
形
成
が
可
能
な
の
も

海
外
よ
り
適
性
炭
の
輸
入
が
少
い
た
め
で
あ
る
。
前
述
の
如
〈
輸
入
炭
は
主
と
し
て
一
ト
ン
ニ

=一
如
ハ
日
本
の
工
場
波
側
絡
)
の
工
場
波
側
粕
の
米
凶
炭
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
オ
フ
ア
価
格
は

一
ト
ン
一
七

1

7八
仰
と
い
わ
れ
て
い
る
。
石
炭
の
如
容
量
盤
物
資
を
述
雌
附
よ
り
迎
ぷ
不
合

即
ぽ
早
急
に
仰
決
を
裂
す
べ
き
同
組
で
あ
っ
て
、
之
宮
十
分
に
北
支
の
側
ラ
ン
版
以
の
他
の
近

接
地
域
に
切
換
え
う
あ
と
す
れ
ば
開
ラ
ン
炭
は
一
ト
ン
一
一
州

(但
し
品
位
は
・
洲
市
拙
で
品
質
換

算
す
る
と
か
な
り
市
く
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
H

Q

)

で
あ
る
か
ら
米
岡
山
肌
に
比
し
制
安
仕
る
の

み
な
ら
ず
、
問
内
山
以
の
制
栴
切
下
に
も
役
立
つ
こ
と
L
な
る
の
で
あ
る
。
事
災
柴
山
什
自
体
海
外

よ
り
石
炭
が
悶
際
水
準
に
近
い
州
絡
で
輸
入
出
来
る
と
す
れ
ば
、
国
内
炭
の
側
柏
村
は
急
速
に
こ



れ
と
競
争
す
る
た
め
に
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る。

何
れ
に
し
ろ
石
炭
価
枯
が
国
際
水
準
に
比
較
し
て
遥
か
に
高
位
に
あ
る
こ
と
が
鉄
鋼
価
格
在

高
く
せ
し
め
て
い
る
主
因
で
あ
る
と
と
は
否
・
定
出
来
な
い
所
で
あ
り
、
且
つ
合
理
化
に
よ
る
コ

ス
ト
引
下
の
余
地
に
つ

い
て
も
石
炭
は
鉄
仰
に
比
し
相
対
的
に
大
き
い
と
み
ら
れ
る
。
尤
も
鉄

鋼
に
於
い
て
も
銑
鉄
に
於
て
は
直
接
合
却
.化
に
よ
る
コ
ス
ト
切
下
の
余
地
は
乏
し
い
が
、

二
次

製
品
三
次
製
品
に
歪
あ
桂
そ
の
余
地
は
大
き
〈
、
鉄
鋼
業
自
体
な
お
努
力
を
要
す
る
点
が
多
分

に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
独
り
石
炭
に
対
し
て
の
み
合
理
化
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
こ
左
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

玉
、
石
炭
(
強
粘
結
炭
)
の
輸
入
必
要
量

右
の
如
〈
石
炭
価
格
と
鉄
鋼
側
格
の
問
題
は
岡
内
炭
に
つ
い
て
は
そ
の
価
粕
を
国
際
水
単
ま

で
引
下
げ
る
と
と
が
要
和
さ
れ
て
お
り
、
輸
入
炭
に
つ
い
て
は
米
国
民
を
北
支
の
開
ラ
ン
炭
に

切
挟
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
製
銑
用
の
た
め
輸
入
炭
の
必
要
量
は
一
体

如
何
に
達
す
る
の

で
あ
ろ
う
か。

製
銑
用
の
コ
ー
ク
ス
製
造
の
た
め
の
原
料
炭
は
粘
結
炭
た
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、

之
は
強
粘
結
炭
と
弱
粘
砧
炭
の
二
種
に
分
れ
る
。
こ
の
う
ち
弱
粘
結
炭
の
国
内
年
間
産
出
は
北

海
道
及
九
州
を
併
せ
約
八
、

0
0
0千
ト
ン
で
あ
る
の
に
対
し
、
強
粘
結
炭
の
産
出
は
殆
ん
ど

北
九
州
の
所
調
北
松
炭
の
み
で
年
産
は
僅
か
に
二
五

O

l一一一O

O
千
ト
ン
に
過

g
な
い
。

前
者

の
用
途
は
製
銑
用
の
み
な
ら
ず
ガ
ス
用
に
も
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
所
圏
内
産
を

以
て
賄
い
え
て
い
る
。
然
る
に
後
者
は
殆
ん
ど
専
ら
製
銑
用
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
上
述
の
如
会

囲
内
産
出
量
を
以
つ
て
は
著
し
〈
不
足
し
、
こ
の
た
め
輸
入
に
侠
た
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
郎
ち
現
在
、
輸
入
を
必
裂
と
す
る
石
炭
は
専
ら
製
銑
用
の
強
粘
結
炭
と
言
え
る
の
で
あ

る。
鞘
々
技
術
的
に
わ
た
る
が
銑
鉄
生
産
高
と
強
粘
結
炭
の
輸
入
必
要
量
の
関
係
を
み
れ
ば
次
の

如
〈
な
る
。

(
銑
鉄
生
産
高
×
一

・
七
×
v
n〉

l
国
内
強
粘
結
炭
産
出
高
H
強
粘
結
炭
輸
入
必
要
皐

布
の
う
ち
一

・
七
は
銑
鉄

一
ト
ン
を
生
-M

附
す
る
に
饗
す
る
石
炭
所
嬰
ト
ン
数
(
強
粘
結
炭
及

び
弱
粘
結
炭
の
合
計
)
、
即
ち
石
炭
の
原
単
位
を
示
す
も
の
で
あ
る
o
v
n
は
強
粘
結
炭
と
弱
粘

結
炭
の
配
合
割
合
を
五
O
%
、
五
O
劣
と
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
(
二
、
=
一
ヶ
月
以
前

鉄
鋼
業
に

お

け

る

原

料

筒
、
製
品
安

の

問

題

ま
で
は
三
五
%、
六
五
%
の
割
合
で
強
粘
結
炭
の
配
合
割
合
は
低
か
っ
た
。
強
粘
結
炭
の
配
合

割
合
が
著
し
く
低
下
す
れ
ば
、
品
位
-
捗
溜
り
等
の
低
下
と
な
り
生
産
費
は
箸
騰
し
場
合
に
よ

っ
て
は
生
産
困
難
と
な
る
)
。
市
し
て
弱
粘
結
炭
は
前
述
の
如
〈
圏
内
自
給
は
現
状
に
於
て
は

可
能
で
あ
る
か
ら
、
結
局
銑
鉄
生
産
に
要
す
る
強
粘
結
炭
に
し
て
輸
入
に
侠
た
ね
ば
な
ら
ぬ
数

置
は

M
を
衆
じ
囲
内
強
粘
結
炭
の
産
出
島
を
差
引
け
ば
よ
い
こ
と
L
な
る
。

な
お
二
十
四
年
度
に
於
け
る
銑
鉄
年
間
生
産
計
画
は
一

、
七
O
O
千
ト
ン
尖
離
は
一

、
四
九

四
千
ト
ン
(
第
十
七
表
参
照
)
で
、
之
に
対
す
る
石
炭
の
年
間
輸
入
計
画
は
一
、
六
O
O
千
ト
ン

で
あ
っ
た
が
、
実
際
の
輸
入
高
は

て

七

八
三
千
ト
ン
で
、
そ
の
内
訳
の
主
要
な
も
の
は
ア
メ

リ
カ
一

、
五
一
八
千
ト
ン
、
ソ
連
八
七
千
ト
ン
、
仏
印
六
O
千
ト
ン
、
カ
ナ
ダ
二
七
千
ト
ン
、

イ
ン
ド
二
O
千
ト
ン
等
で
あ
る
。

二
十
五
年
度
に
於
け
る
銑
鉄
年
間
生
産
計
画
は
て
ん
三
O

千
ト
ン
で
之
に
対
す
る
石
炭
の
年
間
輸
入
計
画
は
て

四
O
O
千
ト
ン
か
ら
一
、
七
O
O
千
ト

ン
と
種
々
あ
り
、
未
だ
一
定
し
て
い
な
い
が

一
応
二
十
四
年
度
程
度
は
必
要
B

と
み
ら
れ
る
〈
但

し
こ
の
点
は
強
粘
結
炭
の
配
合
割
合
を
変
化
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
著
し
〈
異
る
)
。

次
に
現
在
ま
で
ア
メ
リ
カ
に
依
存
し
て
き
た
訂
炭
輸
入
を
北
支
の
閲
ラ
ン
炭
に
切
換
え
る
場

合
、
物
盤
的
に
わ
が
国
の
輸
入
必
要
企
を
開
ラ
ン
炭
が
揃
見
せ
し
め
う
る
か
の
問
題
で
あ
る

が
、
最
近
に
於
け
る
開
ラ
ン
炭
の
年
生
産
高
は
次
の
如
〈
な
っ
て
い
る
。

昭
和

五
年
六
年

二
十
年

二
十
こ
年

二
十
周
年

凶
、
八
O
O
千
ト
ン

五
、
六
O
O

二
、
二
ハ
O
(推
定
)

凶
、
八
七
O

四
、
六
O
O

従
っ
て
生
産
高
は
わ
が
国
の
必
要
量
を
迭
に
上
創
っ
て
い
る
。
問
題
は
輸
出
余
力
が
存
す
る

か
否
か
と
、
価
格
の
点
で
あ
る
。
後
者
は

一
応
前
述
の
如
ぐ
み
ら
れ
る
に
対
し
前
者
の
詳
細
は

現
在
の
所
不
明
で
あ
る
が
、
或
程
度
の
余
力
を
残
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

但
し
之
が
見

返
り
と
し
て
わ
が
国
よ
り
如
何
な
る
物
資
を
輸
出
す
る
等
取
引
条
件
は
政
治
的
問
題
も
絡
み
困

難
な
問
題
の
如
く
で
あ
る
。

六
、
結
以
上
、
石
炭
価
格
と
鉄
鋼
価
格
と
の
関
係
、
所
謂
鉄
鋼
業
に
於
け
る
原
料
宮
、
製
品
安
の
現

u 

『

一一一



論

説
(
そ
の

こ
)

応
業

・
物
価
等

象
を
観
察
し
た
が
、
と
れ
が
解
決
の
た
め
の
石
炭
価
格
の
引
下
無
と
し
て
は
、

ω園
内
炭
価
の

切
下
、
間
輸
入
炭
を
米
国
よ
り
近
接
詰
地
域

l
消
洲
或
は
北
支
等
に
切
柏
駅
え
る
と
言
う
二
つ
の

方
法
が
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
後
者
の
解
決
は
岡
崎
に
前
者
の
解
決
を
も
促
進
す
る

と
言
う
関
係
に
立
っ
て
い
る
。
勿
論
鉄
鋼
姉
特
の
高
い
こ
と
は
石
炭
の
み
な
ら
ず
、
鉄
鉱
石
其

他
の
原
料
の
高
い
所
に
も
問
題
は
伏
在
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
要
す
る
に
原
料
供
給
而
に
つ
い
て
み
る
限
り
、
鉄
鋼
価
格
の
引
下
を
図
る

た
め
に
は
、
わ
が
国
鉄
鋼
業
の
物
的
以
一
般
が
戦
前
に
於
け
る
状
態
に
再
び
立
ち
溜
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
こ
と
合
意
味
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

然
ら
ば

一
休
如
何
な
る
点
ま
で
鉄
鋼
側
柿
の
引
下
げ
を
み
れ
ば
輸
出
鈍
争
力
を
回
復
し
う
る

で
あ
ろ
う
か
。
輸
入
石
炭
及
び
輸
入
鉄
鉱
石
川
絡
の
変
化
に
応
じ
銑
鉄
生
陀
貨
が
如
何
に
変
化

す
る
か
を
み
る
に
第
十
六
淡
の
如
〈
で
み
あ
。
こ
の
裁
に
於
て

ωは
二
十
閏
年
九
月
七
日
筋
}

次
補
給
金
撤
廃
に
於
け
る
公
定
生
践
者
側
柿
で
、
凶
五

・
二
仰
と
な
る
。
倒
は
之
の
補
給
金
を

取
り
は
ず
し
た
棋
倒
柿
、
即
ち
輸
入
石
炭
を
一
ト
ン
一
一
一
一
一
仰
と
し
三
荒
%
使
用
、
輸
入
鉄
鉱
石

を
一
五
仰
と
し
て
四
五
%
使
州
の
場
合
で
あ
っ
て
、
生
践
者
側
械
は
五
六

・
八
弗
と
な
る
。

ω

は
敏
郎
料
輸
入
価
絡
に
よ
る
原
料
使
川
(輸
入
石
川
駅
を
一
一
引
と
し
一
一
一
五
%
佼
問
、
輸
入
鉱
石
を

九
州
と
し
凹
O
%
使
用
)
時
の
州
特
で
一

ト
ン
円
二

・
五
州
と
な
る
。
倒
は
米
凶
の
炉
前
倒
絡

を
と
っ
た
場
合
で
こ
の
と
主
は
一
ト
ン
一
一
一
八

・
九
州
と
な
る
。

而
し
て
わ
が
鉄
鋼
製
品
が
輸
出
競
争
力
を
有
す
る
た
め
に
は
銑
鉄
生
産
者
側
絡
は
ト
ン
当
り

第

一
表

鉄

鉱

石

(

生

溢

誕

輸

入
)

輪

Fr 

，
宜

次

国
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四
O
弗
以
内
に
止
ま
る
こ
と
を
要
す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
ほ
ど
前
述
の
仰
の
場
合
が
之

に
相
当
す
る

1
.mし
て
こ
れ
は
現
在
の
石
炭
輸
入
を
米
国
よ
り
北
支
に
切
換
え
た
場
合
に
相
当

す
る
こ
と
L
な
る
。
従
っ
て
之
が
突
現
を
み
れ
ば
(
但
し
品
位
は
米
国
炭
と
同
織
と
し
て
)
わ
が

国
鉄
鋼
業
の

コ
ス
ト
引
下
に
非
常
に
貢
献
す
る
こ
と
L
な
る
。
然
牛
ら
現
状
の
見
透
し
に
於
て

は
そ
の
完
全
な
実
現
の
可
能
性
は
少
〈
、
然
も
他
而
に
於
て
前
述
の
如
〈
価
格
差
補
給
金
は
順

次
撤
廃
さ
れ
鉄
鋼
生
産
省
価
格
は
大
幅
に
上
騰
を
み
ん
と
す
る
形
勢
に
あ
る
。

従
っ
て
現
状
の
怖
で
推
移
す
る
と
す
れ
ば
、
鉄
鏑
製
品
自
体
の
輸
出
は
勿
論
之
を
主
胤
料
と

す
る
造
船
、
機
械
工
業
製
品
の
輸
出
は
壮
絶
に
近
〈
な
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
か
〈
な
れ
ば
鉄

鋼
業
存
立
の
地
航
自
体
動
帰
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
然
午
ら
鉄
鋼
業
の
存
布
は
近
代
国
'
家
に
と
っ

て
不
可
欠
の
も
の
で
あ
り
、

さ
き
に
み
た
西
欧
梢
同
の
鉄
鋼
州
物
自
体
、
何
都
か
の
国
家
の
保

般
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
英
凶
に
於
て
は
鉄
鋼
川
石
炭
に
対
し
て

は
、
補
助
金
の
支
山
が
行
わ
れ
て
い
る
峡
様
で
あ
り
、
其
他
に
於
て
も
何
等
か
の
保
髄
が
採
ら

れ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
独
り
わ
が
同
の
み
鉄
鋼
に
対
す
る
補
助
を
全
廃
せ
ん
と

す
る
の
は
当
を
綿
一
た
も
の
で
は
な
く
、
少
〈
と
も
鉄
鋼
業
存
在
の
物
的
条
件
の
不
利
を
制
う
程

度
に
は
何
等
か
の
助
成
が
行
わ
る
べ
含
で
あ
ろ
う
。

之
を
裂
す
る
に
石
炭
と
鉄
鋼
念
競
る
所
制
原
料
日
、
製
品
安
の
問
題
は
単
に
鉄
鋼
業
自
体
に

関
す
る
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
国
産
業
構
造
の
問
題
に
関
係
し
、
更
に
わ
が
国
経
済
自
立
化
の
根

本
問
題
に
も
ふ
れ
る

も

の

で

あ

る

。
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